
 

●物価上昇について、上下動するもので燃料費の上昇は一時的なもの。 

●物価上昇分については一つの要素であるが、様々なものを勘案している。 

●５５歳の賃金が上がらないことの提起は受け止める。 

●この間、５５歳以上の処遇改善を取り組んできている。過去には５５歳、５７歳の減額を撤廃してきた。 

●激甚化する災害に使命感をもって復旧することに感謝する。 

●労苦は受け止めている。 

●地震の復旧対応や案内対応は社員一丸となってチームワークで取り組んでいく。 

●社員の努力も賃金の一つの要素である。 

 
 

申２６号 組合員・家族の生活を守り、将来へのモチベーションの 

維持・向上を実現するための、2022 年度賃金引上げ等に関する 

 

＊組合の主な主張の赤字は、中央本部に寄せられた組合員の声です！ 
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